
　　　　

令和7 年 1 月 23 日

平日
学校休業日

10
9

時
00
00

分から
19
18

時
00
00

分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・ハロウィンイベントやクリスマス会イベント等、季節にちなんだお楽しみ会イベント　・外出レクリエーション（公園、博物館、プラネタリウム等）
・造形教室や実験体験等の室内イベント

（別添資料１）

家族支援
・ご家族の子育て等に関する困り事に対する相談支援。
・レスパイトの確保やニーズに応じての延長支援。

移行支援 ・学校や家庭との連携を図り、情報の共有。

地域支援・地域連携
・見学の随時の受け入れや情報提供等。
・お子様が関わる関係機関との情報共有および連携を図る。

職員の質の向上
・定期的な研修の実施、外部研修への参加。
・日々の申し送りや会議等の職員間の情報共有の場の充実。

支　援　内　容

・健康を確認する際、定期的な検温や様子の変化への配慮を行う。また、情緒面のケアも行い、安心して過ごせる環境を提供する。
・お子様の見通しが立てられるよう、また、自立を促す為、スケジュール表、活動表等を活用し、支援を行っていく。

・感覚統合遊びを通じて、感覚の土台の構築を行うことで、動きや言葉、コミュニケーション等の向上へと繋がる支援を行う。
・主に固有受容覚や前庭覚、触覚に刺激を与えることで、お子様の負担等の軽減が行える支援を行う。

本
人
支
援

・集団活動を通じて、集団でのルールや行動の認知が行えるよう支援を行う。
・時間や情緒による、行動の切り替えや周囲の状況把握の促しを行う。

・ソーシャルスキルトレーニングを通じて、言葉や伝え方、他者への理解等の向上へ繋げていく。
・他者への発信方法や表現方法の指導を行っていく。
・日常の会話の中での言葉の習得へと繋げていく。

・集団活動や遊びを通じての社会性の発達を促していく。
・他者に対する関心の向上や協調性、共感性を高められるよう支援を行っていく。
・感情のコントロールや気持ちの発散等、指導員の介入をしながら自己解決力の向上へと繋げていく。

支援方針

子どもたちが安心して過ごすことが出来る居場所を提供していきます。お子様一人一人の発達のペースに合わせた支援を行い、感覚統合やソーシャルスキルトレーニングを用いた支援の中
で、子どもたちの発達を促していきます。集団活動を通じて、社会性やコミュニケーション能力の向上、また、様々な経験を培うことで、将来の自立へと繋げられるように支援を行ってい
ます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
すべての子どもは発達すると信じています。統合遊びを通して発達の土台を強固にする支援をします。学習を通して働く人に成長するための支援をします。保護者や支える人たちとのつな
がりを大切にします。子ども第一の精神で支援していきます。

事業所名 ティンクルスター２ 作成日支援プログラム


